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格
化
し
て
き
た
。

　
理
工
学
部
の
佐
々
木
慶
文

研
究
室
は
、
石
巻
工
業
高
校

と
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

取
り
組
む
。
一
つ
は
複
数
の

Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
が
連
動
し
て

会
話
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開

発
、
も
う
一
つ
は
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ

ｅ
ｒ
が
復
興
や
観
光
の
情
報

を
案
内
す
る
シ
ス
テ

ム
の
開
発
だ
。
合
同

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は

佐
々
木
研
究
室
の
学

生
が
高
校
生
た
ち
と

シ
ス
テ
ム
開
発
に
向

け
た
意
見
交
換
を
行

っ
た
。
同
高
は
８
月

３
、
４
日
に
仙
台
市

の
仙
台
国
際
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
る
全
国

〠986-8580
宮城県石巻市

南境新水戸1番地
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石巻専修大学
広報係

2018 年 4月
創立 30 年を
迎 え ま す

震
災
伝
承
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

経
営
・
経
営
学
科

益
満
環
教
授

石
巻
商
業
高

ま
ち
な
か
ポ
ス
タ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

経
営
・
経
営
学
科

舛
井
道
晴
准
教
授

石
巻
市
立
桜
坂
高

「
ま
ち
の
防
災
」を
考
え
よ
う

理
工
・
機
械
工
学
科

高
橋
智
准
教
授

石
巻
工
業
高

Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
と
デ
ジ
タ
ル
マ

ッ
プ
を
活
用
し
た
地
域
復
興

理
工
・
情
報
電
子
工
学
科

佐
々
木
慶
文
准
教
授

石
巻
工
業
高

複
数
台
の
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ

に
よ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
活
用

理
工
・
情
報
電
子
工
学
科

佐
々
木
慶
文
准
教
授

石
巻
工
業
高

五
つ
の
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
社
会
貢
献
プ
ロ
グ
ラ
ムソフトバンクグループ株式会社

開
放
講
座
始
ま
る

　「
や
わ
ら
か
な
生
き
方
〜

こ
こ
ろ
の
旅
〜
」
を
統
一
テ

ー
マ
と
し
た
「
平
成
29
年
度

み
や
ぎ
県
民
大
学
　
石
巻
専

修
大
学
開
放
講
座
」（
７
月

20
日
ま
で
、
全
４
回
）
が
６

月
29
日
か
ら
開
講
さ
れ
、
毎

回
多
く
の
市
民
ら
が
聴
講
に

訪
れ
て
い
る
。

　
初
回
は
37
人
が
出
席
し
、

丸
岡
泰
経
営
学
部
教
授
が

「
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
と
観
光
」

と
題
し
て
講
演
。
日
本
の
ソ

フ
ト
・
パ
ワ
ー
（
他
国
を
味

方
に
つ
け
る
力
）
と
な
る
能

や
歌
舞
伎
、
和
食
、
漫
画
と

い
っ
た
文
化
や
地
域
産
業
な

ど
を
地
域
活
性
化
に
生
か
す

こ
と
が
大
切
だ
と
論
じ
た
。

　
第
２
回
（
７
月
６
日
）
は

根
本
智
行
理
工
学
部
教
授
が

生
物
の
多
様
性
に
つ
い
て
、

第
３
回
は
佐
藤
正
恵
人
間
学

部
教
授
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理

学
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

　
第
４
回
（
７
月
20
日
）
の

大
津
幸
一
人
間
学
部
教
授
の

講
義
を
含
め
、
３
回
以
上
受

講
し
た
参
加
者
に
修
了
証
が

授
与
さ
れ
る
。

　

高
校
生
向
け
見
学
会
で
特
別
講
義

　
石
巻
専
修
大
学
で
は
、
大
学
進
学
を
考
え
る
高
校
生
向

け
の
見
学
会
や
特
別
講
義
を
随
時
行
っ
て
い
る
。

　
６
月
21
日
に
行
わ
れ
た
志
津
川
高
校
（
宮
城
県
南
三
陸

町
）
の
「
石
巻
専
修
大
学
見
学
会
」
に
は
１
年
生
70
人
が

参
加
。
生
徒
た
ち
は
大
谷
尚
文
人
間
学
部
教
授
に
よ
る
模

擬
授
業
を
受
講
。
施
設
見
学
ツ
ア
ー
で
は
図
書
館
な
ど
を

見
学
し
た
。

　
25
日
に
は
専
大
北
上
高
校
（
岩
手
県
北
上
市
）
の
３
年

生
19
人
が
来
学
し
、
高
大
接
続
研
究
事
業
特
別
講
義
の
一

環
と
し
て
山
崎
泰
央
経
営
学
部
教
授
の
講
義
を
受
講
し

た
。
講
義
後
は
当
日
行
わ
れ
て
い
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
に
も
参
加
し
、
大
学
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
７
月
23
日
（
日
）、
８
月
６

日
（
日
）、
27
日
（
日
）
に
も
開
催
。
大
学
説
明
会
や
研

究
室
公
開
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
を
通
し
て
、
石
巻

専
修
大
学
を
体
感
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
る
。

自
動
車
技
術
会
か
ら 

 

特
別
表
彰

　
石
巻
専
修
大
学
と
理
工
学

部
の
島
田
了
八
教
授
、
山
本

憲
一
教
授
が
、
公
益
社
団
法

人
自
動
車
技
術
会
の
創
立
70

周
年
を
記
念
し
た
特
別
表
彰

を
受
け
た
。

　
表
彰
は
同
会
の
発
展
に
功

績
の
あ
っ
た
団
体
・
個
人
を

顕
彰
す
る
も
の
。
本
学
は
東

北
の
大
学
で
唯
一
、
支
部
の

事
務
局
を
担
当
し
て
い
た
こ

と
や
、
機
械
工
学
科
の
学
生

が
多
数
会
員
と
な
り
、
社
会

貢
献
を
含
む
事
業
に
積
極
的

に
協
力
し
て
い
る
こ
と
な

ど
、
長
年
に
わ
た
る
活
動
が

評
価
さ
れ
た
。

　
島
田
教
授
は
地
区
担
当
理

事
（
支
部
長
）
や
本
部
理
事

を
、
山
本
教
授
は
事
務
局

長
、
支
部
理
事
な
ど
の
要
職

を
歴
任
。
こ
れ
ま
で
の
貢
献

に
対
し
、
盾
や
賞
状
が
授
与

さ
れ
た
。

左
か
ら
、
島
田
教
授
、
尾
池
守

学
長
、
川
島
純
一
教
授
、
山
本

教
授

６
月
25
日
、
学
長
室
で

就
活
体
験 

リ
ア
ル
に

　
就
職
活
動
中
の
４
年
次
生

が
自
ら
の
体
験
を
後
輩
に
伝

え
る
「
就
職
活
動
リ
ア
ル
体

験
談
」
が
６
月
29
日
、
森
口

記
念
館
で
開
か
れ
た
。
内
々

定
を
得
て
い
る
５
人
が
登
壇

し
、
寄
せ
ら
れ
た
質
問
に
答

え
た

写
真
。

　
登
壇
者
は
内
海
悠
介
さ
ん

（
理
工
・
宮
城
県
仙
台
高
）、

阿
部
航
平
さ
ん
（
理
工
・
岩

手
県
宮
古
高
）、
佐
藤
輔
さ

ん
（
理
工
・
秋
田
県
大
曲

高
）、
阿
部
百
花
さ
ん
（
経

営
・
石
巻
市
立
桜
坂
高
）、

千
葉
瑛
恵
さ
ん
（
人
間
・
宮

城
県
古
川
黎
明
高
）。

　
質
問
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
、
業
界
・
企
業
・
職
種
研

究
の
進
め
方
、
面
接
や
筆
記

試
験
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、

出
席
し
た
３
年
次
生
１
２
８

人
は
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら

ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
い
た
。

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
必

要
性
な
ど
を
聞
き
、
参
考
に

な
っ
た
」（
理
工
）、「
不
安
は

多
い
が
、
先
輩
の
話
で
勇
気

づ
け
ら
れ
た
」（
経
営
）
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

日
、
仙
台
市
・
Ｋ
ｏ
ｂ
ｏ
パ

ー
ク
宮
城
）
で
お
披
露
目
の

あ
と
、
23
日
と
27
日
に
Ｋ
ｏ

ｂ
ｏ
パ
ー
ク
宮
城
で
、
８
月

11
〜
13
日
に
石
巻
市
民
球
場

で
一
般
販
売
さ
れ
る
。

１
年
次
生
の 

「
力
」を
養
う

　
石
巻
専
修
大
学
は
、
学
生

の
大
学
４
年
間
に
お
け
る
学

習
姿
勢
に
影
響
を
与
え
る
初

年
次
教
育
を
重
視
し
て
い

る
。
１
年
次
の
基
本
教
育
科

目
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ

ナ
ー
」
は
、
大
学
で
学
ぶ
上

で
必
要
な
学
習
ス
キ
ル
を
磨

く
た
め
、
全
学
科
で
開
講
し

て
お
り
、
学
内
外
の
講
師
に

よ
る
講
義
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
な
ど
を
通
し
て
、
読
む
、

書
く
、
発
想
す
る
、
発
表
す

る
「
力
」
を
養
っ
て
い
る
。

　
全
学
科
共
通
の
取
り
組
み

の
ほ
か
、
各
学
科
で
の
主
体

的
な
学
び
に
向
け
、
生
物
科

学
科
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

用
い
た
デ
ー
タ
整
理
、
機
械

工
学
科
は
数
学
、
人
間
教
育

学
科
は
保
育
・
教
育
環
境
の

調
査
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。

　
６
月
に
行
わ
れ
た
経
営
学

科
の
講
義
で
は
、「
情
報
を

集
め
る
」
を
テ
ー
マ
に
学
内

で
働
く
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
っ
た
。
学
生
た
ち
は
講

義
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し

な
が
ら
職
員
ら
を
取
材
。
聞

き
取
っ
た
情
報
を
グ
ル
ー
プ

で
共
有
し
、
資
料
に
ま
と
め

て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。
経
営
学
科
で
は
今

後
も
「
大
学
生
活
の
ゴ
ー
ル

を
考
え
る
」
な
ど
を
テ
ー
マ

に
多
彩
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
講
義
が
行
わ
れ
る
。

石
巻
専
大
の
職
員
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
す
る
経
営
学
科
の
学

生

６
月
７
日

　
女
子
競
走
部
が
第
３
回
い

し
の
ま
き
復
興
マ
ラ
ソ
ン

（
６
月
18
日
、
石
巻
市
）、

第
39
回
北
日
本
学
生
陸
上
競

技
対
抗
選
手
権
大
会
（
北
日

本
イ
ン
カ
レ
、
７
月
１
〜
３

日
、
福
島
県
福
島
市
）
の
２

大
会
で
活
躍
し
た
。

　
約
１
５
０
０
人
の
市
民
ラ

ン
ナ
ー
が
出
場
し
た
、
い
し

の
ま
き
復
興
マ
ラ
ソ
ン
は
３

種
目
に
８
人
が
エ
ン
ト
リ

ー
。
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
（
女

子
18
歳
以
上
）
で
原
田
詠
麻

さ
ん
（
経
営
３
・
静
岡
県
静

岡
北
高
）、
10
㌔
（
高
校
・

一
般
女
子
49
歳
以
下
）
で
千

葉
悠
里
奈
さ
ん
（
人
間
３
・

宮
城
県
常
盤
木
学
園
高
）、

５
㌔
（
同
）
で
庄
司
琴
美
さ

ん
（
経
営
２
・
宮
城
県
聖
和

学
園
高
）
が
そ
れ
ぞ
れ
１

位
。
な
か
で
も
部
員
５
人
が

出
場
し
た
５
㌔
で
は
各
自
が

持
ち
味
を
発
揮
し
、
５
位
ま

で
を
独
占
し
た
。

　
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
原
田

さ
ん
は
２
位
に
約
９
分
差
を

つ
け
、
１
時
間
22
分
35
秒
で

ゴ
ー
ル
。
目
標
の
18
分
台
に

は
届
か
な
か
っ
た
が
「
沿
道

の
方
や
市
民
ラ
ン
ナ
ー
の
温

か
い
声
援
が
力
に
な
っ
た
」

と
話
し
た
。

　
部
員
た
ち
は
北
日
本
イ
ン

カ
レ
で
も
快
走
。
５
０
０
０

㍍
で
宍
戸
茉
由
さ
ん
（
経
営

１
・
静
岡
県
加
藤
学
園
高
）
、

１
万
㍍
で
千
葉
悠
里
奈
さ

ん
、
３
０
０
０
㍍
障
害
で
漆

戸
雛
さ
ん
（
人
間
３
・
青
森

県
八
戸
学
院
光
星
高
）
が
そ

れ
ぞ
れ
２
位
と
な
っ
た
。

　
17
分
14
秒
で
自
己
ベ
ス
ト

を
22
秒
更
新
し
た
宍
戸
さ
ん

は「
２
位
は
う
れ
し
い
が
、
全

国
で
通
用
す
る
走
り
で
は
な

く
、
満
足
し
て
い
な
い
」。
35

分
21
秒
で
同
じ
く
自
己
ベ
ス

ト
を
更
新
し
た
千
葉
さ
ん
は

「
早
い
展
開
に
つ
い
て
い
き
、

ベ
ス
ト
を
１
分
上
回
る
こ
と

が
で
き
た
が
、
優
勝
で
き
ず

悔
し
い
」
と
振
り
返
っ
た
。

　
９
月
に
は
全
日
本
大
学
女

子
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
東

北
地
区
代
表
選
考
会
が
控
え

る
。
１
位
通
過
を
目
標
に
、

部
員
た
ち
は
練
習
に
励
む
。

いしのまき復興マラソンの５㌔で

表彰台を独占した５人

快
走
続
く
女
子
競
走
部

二つのプロジェクトに取り組む佐々木研究室

と石巻工業高校のメンバー

　
石
巻
専
修
大
学
は
、
地
域

を
支
え
る
人
材
の
育
成
と
地

域
活
性
化
を
目
指
す
「
高
大

産
（
高
校
・
大
学
・
産
業
）

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
２

０
１
６
年
度
か
ら
推
進
し
て

い
る
。
今
年
度
は
六
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
。
う
ち

五
つ
は
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル

ー
プ
（
東
京
都
）
協
力
の
人

型
ロ
ボ
ッ
ト
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ

（
ペ
ッ
パ
ー
）
を
活
用
し
た

「
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
社
会
貢
献

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
、
理
工
学

部
の
２
研
究
室
と
経
営
学
部

の
２
ゼ
ミ
、
石
巻
市
内
の
３

高
校
が
参
加（
別
表
参
照
）。

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
動
が
本

高
等
学
校
総
合
文
化
祭
（
み

や
ぎ
総
文
２
０
１
７
）
で
展

示
・
発
表
の
予
定
で
、
学
生
は

主
に
技
術
面
で
支
援
す
る
。

　
経
営
学
部
の
舛
井
道
晴
ゼ

ミ
と
石
巻
市
立
桜
坂
高
校

は
、
同
高
が
昨
年
度
取
り
組

ん
だ
「
ま
ち
な
か
ポ
ス
タ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
Ｐ
ｅ
ｐ

ｐ
ｅ
ｒ
の
活
用
で
発
展
さ
せ

よ
う
と
意
気
込
む
。
石
巻
の

魅
力
を
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る

に
は
ど
ん
な
情
報
を
発
信
し

た
ら
い
い
の
か
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
、
第
一
歩
と
し
て

「
石
巻
魚
市
場
と
海
産
物
を

紹
介
す
る
ア
プ
リ
を
作
る
」

こ
と
を
決
め
た
。
舛
井
准
教

授
と
ゼ
ミ
生
が
作
成
し
た
Ｐ

ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
の
実
演
で
は
、
好
き
な

言
葉
を
し
ゃ
べ
ら
せ
る
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
に
高
校
生
が
挑

む
な
ど
、
今
後
の
活
動
に
向

け
て
手
応
え
を
つ
か
ん
だ
。

◇

　
ほ
か
に
、
理
工
学
部
坂
田

隆
研
究
室
と
経
営
学
部
杉
田

博
ゼ
ミ
が
宮
城
水
産
高
校
、

石
巻
北
高
校
、
楽
天
野
球

団
、
阿
部
蒲
鉾
店
と
協
力

し
、
米
粉
を
練
り
込
ん
だ
か

ま
ぼ
こ
「
こ
め
ぼ
こ
」
の
商

品
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
商
品
発
表
会
（
７
月
21

高大産連携プロジェクト

ＩＴ企業の方から話を聞く石巻市立桜坂高校

の生徒と舛井ゼミ生

石
巻
市
内
高
校
と
連
携
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